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１ 医 療 費 適 正 化 ・ 保  健  事  業 

 

国民健康保険は、地域保険であることの特色を生かし、保健事業を幅広く展開し、要介護

者の減少や健康寿命を伸ばすことをめざしている。平成３０年３月に、第２期保健事業実施計画

（データヘルス計画）・第３期特定健康診査等実施計画【平成３０年度～令和５年度】を策定し、令和２年

度において中間評価も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）医療費通知 

(a) 事業費                                                              １３，５１６千円 

①  通信運搬費    ９，５９９千円      ② 委託料   ３，９１６千円 

(b) 内容 

             健康保持のために要した医療費の額などを被保険者に通知し、国民健康保険の役割と健康意識 

の高揚を図った。全受診者を対象に下記項目について、ポステックスハガキで郵送した。 

（通知項目） 

         ① 受診者氏名   ② 受診年月  ③ 受診日数  ④ 受診区分（入院・外来・歯科・薬局別）  

         ⑤ 医療費の総額 ⑥ 一部負担金 ⑦ 診療を受けた医療機関名   

  (c) 実施回数及び件数 

 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

実施回数 ６回 ６回 ６回 ６回 ６回 

通知件数 166,584件 162,164件 158,135件 159,257件 157,075件 

 

   平成２９年度の税制改正に伴い、医療費通知が医療費控除の医療費の明細書の代わりとして利用可能

となった。 

 

（２）福島市国民健康保険疾病分類統計表の作成  

(a) 内容 

被保険者の疾病状況の把握、保健指導事業や広報活動に活用のため５月診療分のレセプトを基にレ

セプト1件に付き１疾病とし、出力されたデータを基に統計冊子を作成した。 

 

 

 

 

 

 

                 国保税収入額  保健事業費  保健事業比率 

平成３０年度 ５，２１２，３７５千円 ２３０，３６４千円 ４．４１ ％ 

令和元年度 ４，８８８，３７４千円 ２３６，６０７千円 ４．８４ ％ 

令和２年度 ４，８３５，９０２千円 ２３２，２５５千円 ４．８０ ％ 

令和３年度 ４，６２１，６３８千円 ２４３，６４１千円 ５．２７ ％ 

令和４年度 ４，３８９，０００千円 ２４６，４６５千円 ５．６２ ％ 

年度 

 47 



（３）国民健康保険日帰り人間ドック助成事業  

(a) 事業費                                                                   １１，４８１千円 

① 郵便料 ２２６千円    ② 委託料（検査委託料等）  １１，２５５千円 

 

(b) 内容 

被保険者の健康保持・増進を目的に、国民健康保険の被保険者に対して、疾病の予防及び早期発見・早

期治療を図るため、人間ドック受診希望者に受診費用の一部助成。 

（対象者） 

福島市国民健康保険の被保険者で、当該年度内において、満３０歳から５歳刻みの３０歳・３５歳・ 

４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳に達する方。（国保特定健診受診者は除く。） 

（助成額） 

費用額の７割を助成 

男性  ２９，９５３円（費用額 ４２，７９０円） 女性 ３１，４９３円（費用額 ４４，９９０円） 

（検査機関・実施時期） 

福島市の７医療機関・令和４年７月～令和５年２月 

（検査項目）             

    ①身 体 測 定 ②理学的検査 ③血 圧 測 定 ④眼 科 検 査 ⑤血液化学検査 ⑥肝 臓 検 査    

    ⑦心電図検査 ⑧腎機能検査 ⑨糖尿病検査 ⑩胃 検 査 ⑪子宮頚部検査 ⑫胸部Ｘ線検査   

⑬便潜血反応検査 ⑭腹部超音波検査 

※オプション 

⑭前立腺腫瘍マーカー検査 ⑮乳房検査（マンモグラフィー） 

 

(c) 受診者数 

男性 １４０人 女性 １７１人 計 ３１１人   

 

 

（４）ジェネリック医薬品普及促進事業 

  １）ジェネリック医薬品希望シール配付 

(a) 事業費                                                                ５０４千円 
   ・ジェネリック医薬品希望シール作成      印刷部数  ４７，２００枚 

   ①印刷製本費  ５０４千円 

(b) 内容 

・ジェネリック医薬品の普及促進のため、被保険者証交付時（更新・再交付・新規）に、ジェネリ

ック医薬品希望シールを配付した。 

 

   ２）ジェネリック医薬品差額通知 

(a) 事業費                                                            １，５１３千円 

   ・差額通知   １４，５４５件  

（令和４年６月 ５，５２６件、１０月 ４，７３６件、令和５年２月 ４，２８３件） 

①作成手数料  ５９７千円   ②通信運搬費（郵便料）  ９１６千円 

(b) 内容 

・差額通知により、ジェネリック医薬品の利用を促し、窓口負担の軽減や医療費適正化の推進を図

った。 

(c）財政効果 

・通知後にジェネリック医薬品への切換状況等を、追跡調査により６ヶ月間の財政効果額を算出。 

①令和３年１０月通知分（5,308件）   ９，１３７千円 

②令和４年 ６月通知分（5,526件）   ７，６３８千円 
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（５）保健事業実施計画（データヘルス計画）の実施 

 平成３０年３月に策定した第２期保健事業実施計画（データヘルス計画）・第３期特定健康診査等実施計画

【平成３０年度から令和５年度】に基づき、特定健康診査・特定保健指導、特定健康診査等未受診勧奨事業、

受診勧奨値を超えている方への対策、糖尿病性腎症重症化予防事業などを実施した。 

 また、福島県国民健康保険団体連合会の支援評価委員会による支援を受けた。 

 

（６）国保特定健康診査・特定保健指導事業 
(a) 事業費                                                 213,35５千円 

 

①報償費（保健指導） 431千円 ②消耗品費 156千円 

③印刷製本費 247千円 ④通信運搬費 ４５０千円 

⑤手数料（データ管理等） 3,887千円 ⑥電算業務委託料（電算処理等） 4,873千円 

⑦その他の委託料（健診・保健指導） 202,9７４千円 ⑧使用料及び賃借料（ﾊﾟｿｺﾝ等） ３３２千円 

⑨負担金（KDBｾｷｭﾘﾃｨ保守等） ５千円   

 

(b) 目的 

   被保険者の健康保持・増進を図るため、特定健康診査とともに、自らが生活習慣を変える等の改善を日

常生活の中で実践できるように、特定保健指導を実施し、健康で快適な生活の支援に取り組む。 

 

(C)内容 

〇特定健康診査  

①健診期間・実施健診 ６月 １日～１０月３１日 市内１２３医療機関（個別健診） 

②受診者数等                                                

【受診者数】                                                              （単位：人）  

 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

対象者 46,311 44,942 43,610 43,448 42,897 

受診者 19,071 18,865 16,827 17,810 18,124 

受診率 41.2%    42.0%    38.6% 41.0% 42.3% 

 

【集団健診と個別健診の受診状況】                                                 （単位：人） 

区分 
30年度 元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

集団 2,660 13.9% 1,644 8.7% － － － －   

個別 16,406 86.0% 17,213 91.2% 16,827 100.0% 17,808 99.9% 18,124 100.0% 

事 業 主 5 0.1% 8 0.1% － － 2 0.1％ － － 

計 19,071 100.0% 18,865 100.0% 16,827 100.0% 17,810 100% 18,124 100.0% 

〈特定健診受診者の内訳〉 

【年齢別、男女別 受診者数】                                                     （単位：人） 

 計 男 女 

年齢 対象者 受診者 受 診 率 ( % ) 対象者 受診者 受 診 率 ( % ) 対象者 受診者 受 診 率 ( % ) 

40-44 2,061 397 19.3% 1,142 182 15.9% 919 215 23.4% 

45-49 2,549 508 19.9% 1,373 250 18.2% 1,176 258 21.9% 

50-54 2,733 622 22.8% 1,411 267 18.9% 1,322 355 26.9% 

55-59 2,695 774 28.7% 1,322 327 24.7% 1,373 447 32.6% 

60-64 4,295 1,652 38.5% 1,879 602 32.0% 2,416 1,050 43.5% 

65-69 9,418 4,703 49.9% 4,154 1,931 46.5% 5,264 2,772 52.7% 

70-74 19,146 9,468 49.5% 8,859 4,179 47.2% 10,287 5,289 51.4% 

計 42,897 18,124 42.3% 20,140 7,738 38.4% 22,757 10,386 45.6% 
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【年齢別、男女別 受診率の年度推移】                                              （単位：%）  

  性別  

  年度 

年齢 

男 女 

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

40-44 14.4% 16.0% 14.3% 14.9% 15.9% 18.0% 21.0% 16.3% 19.7% 23.4% 

45-49 14.9% 17.0% 17.0% 18.1% 18.2% 21.7% 23.9% 19.2% 21.6% 21.9% 

50-54 19.6% 20.2% 18.6% 19.4% 18.9% 25.3% 26.6% 21.7% 25.8% 26.9% 

55-59 19.9% 21.7% 20.7% 23.2% 24.7% 30.2% 33.3% 26.9% 33.2% 32.6% 

60-64 25.4% 29.4% 23.3% 30.0% 32.0% 37.0% 44.4% 32.4% 42.8% 43.5% 

65-69 39.8% 45.2% 35.7% 43.8% 46.5% 47.5% 52.6% 41.1% 49.3% 52.7% 

70-74 57.4% 47.7% 54.4% 46.4% 4７.２% 64.1% 53.2% 58.6% 51.5% 5１.４% 

計 37.4% 36.5% 35.5% 37.1% 38.４% 45.3% 46.0% 41.3% 44.4% 4５.６% 

      

【メタボリック症候群判定】                                                     （単位：人） 

年齢 受診者数 
基準該当 予備群該当 非該当 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

40-44 397 35 8.8% 44 11.1% 318 80.1% 

45-49 508 57 11.2% 71 14.0% 380 74.8% 

50-54 622 116 18.6% 94 15.1% 412 66.2% 

55-59 774 154 19.9% 113 14.6% 507 65.5% 

60-64 1,652 328 19.9% 185 11.2% 1,139 68.9% 

65-69 4,703 1,018 21.6% 549 11.7% 3,136 66.7% 

70-74 9,468 2,123 22.4% 1,101 11.6% 6,244 65.9% 

計 18,124 3,831 21.1% 2,157 11.9% 12,136 67.0% 

 

〇特定保健指導事業  

【特定保健指導対象者内訳】                                                    （単位：人）  

年齢 受診者 
動機付け支援 積極的支援 動機付 け支援相 当 なし 

人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 人数 割合（％） 

40-44 397 33 8.3% 51 12.8% 1 0.3% 312 78.6% 

45-49 508 45 8.9% 49 9.6% 0 0.0% 414 81.5% 

50-54 622 48 7.7% 58 9.3% 0 0.0% 516 83.0% 

55-59 774 34 4.4% 70 9.0% 1 0.1% 669 86.4% 

60-64 1,652 70 4.2% 87 5.3% 0 0.0% 1,495 90.5% 

65-69 4,703 431 9.2%         4,272 90.8% 

70-74 9,468 614 6.5%         8,854 93.5% 

総数 
18,124 1,275 7.0%         16,532 91.2% 

3,953     315 8.0% 2 0.1%     

   ※積極的支援の母数は 40～64歳までの受診者

（3,953人） 

  

 

【特定保健指導実施数】                            （単位：人） 

区分 対象者数 指導人数 指導実施率 

動機付け支援 1,275 204 16.0% 

積極的支援 315 30 9.5% 

動機付け支援相当 2 1 50.0% 

計 1,592 235 14.8% 

※指導人数は初回面接終了者数 

 

【特定保健指導実施率の年度推移】                               （単位：%） 

区分 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 

動機付け支援 11.5% 15.4% 14.1% 12.3% 16.0% 

積極的支援 18.4% 13.4% 12.5% 10.8% 9.5% 

動機付け支援相当 - - - - 50.0% 

計 12.8% 15.0% 13.8% 12.0% 14.8% 
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（７）特定健康診査等未受診者対策事業 

(a) 事業費                                                                    ７，４９６千円 

①消耗品費 ８千円 ②通信運搬費   １千円 

③委託料（勧奨業務） ７，４８７千円   

 

(b) 内容 

特定健康診査等委託医療機関と連携し、受診勧奨を行った。 

特定健康診査未受診者及び、特定保健指導未利用者に対して、ハガキによる受診勧奨を実施した。 

(c) 実績   

特定健康診査：受診勧奨 ２６，６４１人  

特定保健指導：利用勧奨    ９４３人  

 

（８）受診勧奨値を超えている方への対策 

(a) 事業費                                                                     ７０６千円 

①報償費（保健指導） ３４０千円 ②消耗品費 ３０５千円  

③通信運搬費 ６１千円   

(b) 対象者（全員に受診勧奨後、未受診の者に再勧奨を行う） 

〇内服をしていない者で下記に該当する者 

血圧：高血圧分類Ⅱ度～Ⅲ度高血圧 

血糖：ＨｂＡ１ｃ７．０％以上または空腹時血糖１２６ｍｇ／ｄｌ以上 

脂質：中性脂肪４００ｍｇ／ｄｌ以上の者、動脈硬化性疾患予防ガイドラインで対象となった者 

eGFR45未満の者または尿蛋白2＋以上の者または尿蛋白＋以上で尿潜血＋以上の者 

(c) 実績   

① 通知勧奨 

対 象 者  

HbA1c7.0％以上の者または空腹時血糖値126mg/dl以上(HbA1c6.5%以上）の者  ２３４人 

収縮期血圧 160mmHg以上または拡張期血圧 100mmHg以上の者  ４３２人 

中性脂肪４００ｍｇ／ｄｌ以上の者、動脈硬化性疾患予防ガイドラインで対象となった者  １６０人 

eGFR45未満の者または尿蛋白2＋以上の者または尿蛋白＋以上で尿潜血＋以上の者  １７５人 

 

② 電話相談事業（血圧、血糖：４０～７４歳、脂質：４０～７４歳（高リスク者を優先的に実施）） 

     対 象 者   

要医療未受診者 826人 

指導及び受診勧奨者 501人 

事業従事者   

在宅保健師の会保健師、管理栄養士 

 

（９）重複・頻回受診者等訪問指導事業（「治療中のコントロール不良対策」を含む） 

(a) 内容 

重複受診、頻回受診、長期受診、生活習慣病治療中の者の中から、指導を必要とする者を選定して、保

健師による保健指導を行った。 

(b) 実績 

対象者数  32人 対応数 26人 

      訪問期間  令和 4年４月～令和 5年３月 

事業従事者  保健予防課保健師、管理栄養士 
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（１０）重複服薬者への保健指導事業 

(a) 事業費                                                                        ４６千円 

①報償費 ４２千円 ②消耗品費 ４千円 

 

(b) 対象者 

同一月に２以上の医療機関より同一薬効の薬剤の投与を受けている対象者 

 

(c) 内容 

指導を必要とする者を選定し、通知と家庭訪問による注意喚起を行なった。 

 

(d) 実績 

対象者 40人 、通知送付４0人（うち家庭訪問１０人） 

事業従事者 保健予防課保健師、薬剤師会薬剤師 

     

 

 （１１）糖尿病性腎症重症化予防事業  

   (a) 事業費                                                                   ２，５２９千円 

①報償費（保健指導） ５４０千円 ②消耗品費       ２１７千円 

③通信運搬費 １７８千円 ④委託料（運動教室） １，５６８千円 

⑤使用料（地図使用） ２６千円   

 

(b) 内容 

   糖尿病重症化による合併症を予防するため、健診結果やレセプト情報から抽出された対象者へ、病態 

を学ぶための学習会や栄養や運動等の個別指導を行う。 

 

(c) 実績 

①管理栄養士による栄養相談                        44人 

②腎臓を守るための講演会と個別相談（CKD予防教室）     講演会   ６３人 

個別相談  １３人 

③２４時間血糖測定器を利用した個別保健指導    利用者    6人 

④運 動 を中 心 と し た個 別 保 健 指 導     利用者（実）１8人 

⑤糖尿病中断者への受診勧奨 、保健指導    通知送付  23人 

      

（１２）健康教育事業（ポピュレーションアプローチ） 

  (a)事業費                                                       ２６４千円 

①消耗品費（小冊子購入等） ２６４千円   

 

  (b)内容 

乳幼児の食事習慣が将来の生活習慣病につながると同時に、食生活の改善が健康増進や疾病予防 

につながることから、幼児期の食育に関する小冊子を活用し、食生活の啓発を図る。 

喫煙とＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の関連が指摘されており、喫煙習慣の減少とたばこの影響につ 

いての理解を深めていく対策が求められていることから、ＣＯＰＤに関する小冊子を活用し、禁煙を 

促すとともにＣＯＰＤについて普及啓発を図る。 

多量飲酒は生活習慣病やアルコール依存症につながることから、危険性に関する小冊子を活用し、 

啓発普及を図る。 

  (c)実績 

出生時等に市民課、各支所の窓口等で、被保世帯に「子どもノート」を配布  87冊 

      保健指導時、個別健診問診時に、ＣＯＰＤ、アルコールに関する小冊子を配布。 
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（１３）地域包括ケアの推進 

  (a)事業費                                                      ２１３千円 

①印刷製本費 ２１３千円   

    

 

 (b)目的 

高齢者の尊厳の保持と自立支援のため、地域の自主性を生かしながら、関係者と協力・連携して、課題 

を抱える被保険者の把握と働きかけにより、被保険者を支える仕組みづくり、まちづくりなどを進める。 

  (C)内容 

     地域包括ケアに関する会議への出席 

     医療、介護、保健、福祉サービス関係者との情報共有 

     住民主体の地域活動の支援（国保出前講座の実施） 

     人生会議（ＡＣＰ）の普及（「わたしの人生ノート」作成） 

  (c)実績 

    「わたしの人生ノート」 ５００冊作成  

    福島市在宅医療・介護連携支援センターと連携し、地域の団体に出前講座を実施 

 

 

 53 



２ 広 報 事 業 

（１）国民健康保険制度啓発事業  

国民健康保険パンフレット「わたしたちの国保制度」の作成・配布   

(a) 事業費                                                                 １，３４４千円 

① パンフレット印刷   １，３４４千円 

(b) 内容 

国民健康保険に関するパンフレット「わたしたちの国保制度」を作成し、健康増進と制度啓発のため、

被保険者証更新時に送付した。 

・作成部数   ４１，０００部 

 

（２）市政だよりへの掲載 
毎月発行の｢市政だより｣に国保コーナーを設け、分かり易く制度の説明・事業案内等を載せ 

国民健康保険の啓発を行った。 

 

（３）国保だよりの発行 

国保特集号として、市政だより折込で年２回発行。 

(a) 事業                                                                   １，５６８千円 
   ① 印刷製本費        １，５６８千円 

(b) 内容 

医療費の適正化を図るため、国民健康保険制度と健康づくりについて、市政だよりに折込で 

年２回発行。 

        ・ 発行部数     年間 ２１２，６００部 
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